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参考資料 ２ 

新潟市の交通に関する状況と課題 【資料編】

人の動きの概要（新潟市都市交通特性調査より）
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④公共交通の終発時刻 

○鉄道の終発時刻は23時台以降となっ

ている一方、バスの終発時刻は江南

区や東区などの一部の路線では 19時

台と通勤通学ニーズに対応できていな

い可能性がある。 

４）私用目的における人の動き 

①目的地の割合 

○私用目的における中央区以外からの目的地を見ると、 

中央区の割合が４％減少し、総トリップが増加する中で約 7千トリップ減少している。 

②交通手段の状況 

○公共交通分担率は市全体及び北区、秋葉区を除く５区で減少しており、公共交通トリップ数も市全体で約２

割減少している。 

○通勤通学同様、特に南区、江南区では自動車分担率が９割以上と高くなっている。 

１）都心アクセスの位置づけ 

○新潟市都市計画マスタープラン等の上位

計画において、新潟市は「多核連携型都

市構造」を目指していることから、各区から

都心部間が連携軸として位置づけられて

いる。 

２）通勤通学における人の動き 

○通勤通学の都心アクセスにおける自動車分担率は、南区と江南区が約 7 割と突出しており、自動車分担率

は減少しているものの総トリップが増加することで自動車トリップ数も増加している。 

○東区と西区のみが自動車分担率が増加しており、東区は自動車トリップが 21％と大幅に増加している。 

３）通勤通学に関する道路状況・交通サービス 

①道路混雑状況 

○自動車分担率が高い南区、江南区に加え、自動車トリップ

が大幅に増加した東区などで、都心にアクセスする道路の

混雑時旅行速度が 20km/h未満と低い。 

新潟市の交通に関する状況と課題 【資料編】

都心アクセスに関する状況

図 都市構造概念図 

出典：新潟市都市計画基本方針（平成 20年 8月）

図 混雑時旅行速度（H27） 

図 中央区以外からの目的地別トリップ数（私用目的） 

31%

35%

69%

65%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28

H23

目的地別の発生量変化

中央区 中央区以外

４％減少

178

185

404

339

582

524

0 100 200 300 400 500 600

H28

H23

目的地別の発生量変化

中央区 中央区以外

約7千トリップ減少
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表 中央区を目的地とする自動車分担率及びトリップ数（通勤通学） 

②バスの定時性 

○道路混雑が見られる南区や江南区では、

朝時間帯におけるバスの定時性（3 分以内

の遅れ）も低い。 

図 鉄道及びバスの終発時刻 

市全体 南区 江南区 西区 東区 北区 秋葉区 西浦区
自動車分担率（H28） 57.8% 71.1% 66.8% 58.4% 55.7% 51.7% 51.7% 51.2%
自動車分担率増減（H28-H23） -1.0% -3.9% -2.2% 0.7% 1.6% -5.8% -5.5% -8.3%
自動車トリップ増減率（H28/H23） 7% 15% 11% 6% 21% -8% -15% -12%

③自動車と公共交通の所要時間比較 

○中心部から同距離帯にある４区から新潟駅までの所要時間

を比較すると、都心アクセス手段がバスである南区では、鉄

道である他区に比べ、自動車に対する所要時間が長い。 

図 朝ラッシュ時におけるバスの定時性（H28 年度） 
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表 中央区を目的地とする公共交通及び自動車の利用状況（私用目的） 

市全体 南区 江南区 西区 東区 北区 秋葉区 西浦区
公共交通分担率増減（H28-H23） -1.7% -1.1% -2.9% -1.2% -2.1% 5.9% 1.1% -17.7%
公共交通トリップ数増減（H28-H23） -24% -68% -45% -21% -29% 45% 6% -223%
公共交通分担率（H28） 10.8% 2.5% 6.4% 13.9% 10.1% 13.2% 11.4% 11.2%
自動車分担率（H28） 83.9% 92.2% 90.6% 81.0% 82.0% 86.8% 82.8% 86.2%

東区 

出典：新潟市都市交通特性調査（平成 28・23年）

出典：新潟市都市交通特性調査（平成 28・23年）

出典：新潟市都市交通特性調査（平成 28・23年）
出典：道路交通センサス（平成 27年）より作成 出典：新潟交通株式会社 HPより作成

出典：各事業者 HPより作成

出典：にいがた交通戦略プラン最終評価検討業務委託報告書

（平成 29年 8月）より作成

図 朝時間帯の新潟駅までの所要時間 
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５）私用目的に関する交通サービス

○朝と日中の運行本数を比較

の運行本数が少なくなっている

○鉄道も同様に、各区中心部

６）都心アクセスに関する市民

○市民が希望するバス運行間隔

で約 65％を占めており、

感じる市民が存在すると推察

○移動しやすいまちを実感

による都心部へのアクセス

通行空間に次いで重要視

７）タクシーの利用状況 

○都心アクセス（中央区と他

利用は代表交通手段として

末として約 700 トリップと一定

○タクシー利用者の属性を見

手段としての役割を担っている

図 市民が希望するバスの

出典：新潟市都市交通

朝（８時台） 

都心アクセスに関する状況

サービス

比較すると、バスでは南区や西区、北区などから都心

なくなっている。 

中心部のうち特に西蒲区において、日中の運行本数が少

市民ニーズ 

運行間隔は、20 分間隔以内

、日中の運行間隔に不満を

推察される。 

実感するために「公共交通

アクセス利便性」は自転車の

重要視されている。 

他区間）において、タクシー

として約1,600トリップ、鉄道端

一定の利用がある。 

見ると、主に高齢者の移動

っていると推察される。 

図 移動しやすいまちを

道路に自転車が通行する

連続的に整備されている

鉄道やバスで都心部へ気軽に

できる利便性が図られている

バリアフリー化された

整備されている

生活バス路線の充実や

乗合タクシーの運行が図られている

自動車で安全・快適に走行

道路が整備されている

道路交通の渋滞対策が図られている

まちなかや商業施設などに

駐車場が十分にある

段差や天候を気にせずに

バス停留所を利用できる

図 朝と日中における公共交通の運行本数の

するバスの運行間隔 
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出典：新潟市都市交通特性調査（平成 28年）

新潟市全域における都心アクセスに関する

課題①：公共交通の利便性向上及び自動車からの

○通勤・通学では、自動車分担率が高い南区や

区などで渋滞が発生し、バスの定時性にも影響

○終発時刻などバスで通勤・通学をできる地域

○以上より、朝・夕時間帯における公共交通の

自動車からの転換を促進することが求められる

課題②：公共交通の利便性向上・利用促進による

○都心部は新潟市の発展を牽引する中心核に位置

的地としての割合が減少し、特に公共交通の

○都心に向かう公共交通トリップが減少する中

朝ピークより少ない一方で、市民の望む公共交通

○以上より、日中時間帯において都心に向かう

を図ることで都心への来訪者を増加することが

○また、タクシーは高齢者等の移動を担っており

都心アクセス

各区における都心アクセスに関する課題

区 

北区 ■都心部に向かうバス路線では、日中

おり、私用目的における利便性が

東区 ■通勤通学における自動車トリップが

線などでは混雑時旅行速度が20km/

西区 ■都心部に向かうバス路線では、日中

おり、私用目的の利便性が低い可能性

江南区 ■通勤通学、私用目的ともに自動車分担率

時性低下を招いていると推察される

■都心部や鉄道駅を出発する一部の

通サービスの利便性が低いと推察

秋葉区 ■都心アクセスにおける主要交通手段

ッシュ時における定時性が低い、

南区 ■通勤通学、私用目的ともに自動車分担率

下を招いていると推察される。

■結果として、公共交通の所要時間

されることでさらにバスのサービス

西蒲区 ■私用目的における公共交通の分担率及

車利用が増加している。 

する課題

からの転換促進（主に通勤通学目的） 

や江南区、自動車トリップが大幅に増加している

影響を与えていると推察される。 

地域が限られている。 

の利便性を向上すると同時に、通勤・通学における

められる。 

による都心部への来訪増加（主に私用目的）

位置づけられている一方で、私用目的トリップの

のトリップ数及び分担率が減少している。 

中で、日中時間帯における鉄道やバスの運行本数

公共交通サービスは高い。 

かう公共交通の利便性を向上すると同時に、利用促進

することが求められる。 

おり、鉄道端末手段を含め、確保が求められる

アクセスに関する課題

課題

課題 

日中の運行本数が朝に比べて大幅に少なくなって

が低い可能性がある。

トリップが大幅に増加しており、都心へ向かう県道 3

20km/時未満となっている。

日中の運行本数が朝に比べて大幅に少なくなって

可能性がある。

自動車分担率が非常に高く、道路交通渋滞、バスの

される。 

のバスの終発時刻が 19 時台であるなど、公共交

推察される。

主要交通手段は鉄道と想定されるが、バスサービスは朝

終発時刻が早いなど利便性が低い可能性がある

自動車分担率が高く、道路交通渋滞、バスの定時性低

所要時間が他区に比べて大幅に長く、自動車利用が促進

されることでさらにバスのサービスが低下する悪循環に陥っていると推察される

分担率及びトリップ数が大幅に減少しており、自動
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１）生活交通の位置づけ

○既存のにいがた交通戦略プランでは、車に頼らなくても生活

に必要なサービスを享受できる日常生活圏を確保すること

が必要とうたわれており、車を運転できない人のための交

通を確保することが施策として示されている。 

２）生活交通に関する人の動き 

①バス分担率・トリップ数 

○区内移動における高齢者のバス分担率は全年齢よりも高く、全トリップの半分以上を高齢者が占めており、増加傾

向にある。 

②高齢者の交通手段別分担率・トリップ数 

○高齢者のバスや自転車分担率は減少する一方で自動車分担率が大幅に増加しており、高齢者数の増加も伴い、

自動車トリップ数は約 1.5 倍と大幅に増加している。 

新潟市の交通に関する状況と課題 【資料編】

生活交通に関する状況

③高齢者の自動車分担率・トリップ数 

○区内移動における高齢者の自動車分担率は、南区、北区、西蒲区で７割を超えており特に高い。 

○自動車分担率は平成 23 年から全ての区で増加しているが、特に秋葉区、東区、西蒲区で１割以上と

増加率が高い。 

○高齢者数の増加も伴い、自動車トリップ数は 50％以上増加している区も見られる。 

④タクシー利用者の属性 

○タクシー利用者の半数程度

が高齢者と人口構成より大

幅に高く、高齢者にとって重

要な移動手段の一つである

ことが伺える。 

○特に、75 歳以上の後期高齢

者はその傾向が顕著である

。 

３）生活交通における運行サービス 

○中央区以外の区では区バスが運行しているとともに、公共交通空白地域を解消するために８区中５

区において住民バスが運行している。 

○区バス及び住民バスの運行本数は概ね１時間に１本～１日数本程度の水準である。 

図 目指すべき方向性 

図 区内移動におけるバストリップ数（私用目的） 

出典：新潟市都市交通特性調査（平成 28・23年）
図 区内移動におけるバス分担率（私用目的） 
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図 住民バスの運行本数（平日） 

図 タクシー利用者及び人口における年齢構成の比較 

11
12

11

18

7

3
2

5
3

2 2

10

14

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

北01 東01 東02 江01 秋01 南01 南02 南03 南04 南05 南06 西01 蒲01

（本）

北
区

東
区

江
南
区

秋
葉
区

南
区

西
区

西
蒲
区

13 13

5

10

6

10

4

10 10

12
11

2

14

10 10

0

2

4

6

8

10

12

14

16

北52 北51 中51 江52 江51 江54 江55 江53 江58 江56 江57 南51 西51 西52 西53

北
区

西
区

南
区

江
南
区

中
央
区

（本）

図 区バスの運行本数（平日） 

表 高齢者の区内移動における自動車分担率・トリップ数 

市全体 南区 江南区 西区 東区 北区 秋葉区 西浦区
自動車分担率（H28） 69.2% 75.9% 62.4% 67.7% 65.3% 76.5% 67.1% 82.1%
自動車分担率増減（H28/H23） 9.0% 4.4% 1.3% 7.9% 12.7% 8.9% 15.4% 12.4%
自動車トリップ数増減（H28-H23） 58% 36% 46% 57% 99% 60% 68% 17%

図 私用目的の各区内々移動における手段別分担率 

（65 歳以上） 

図 私用目的の各区内々移動における手段別トリップ数 

（65 歳以上）※赤字は合計値 

出典：新潟市都市交通特性調査（平成 28・23年）

出典：新潟市内都市交通特性調査（平成 28・23年）

出典：新潟市内都市交通特性調査（平成 28年）及び平成 27年度国勢調査

出典：新潟市資料より作成

出典：にいがた交通戦略プラン（平成 20年）
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新潟市全域における生活交通に関する課題

課題：交通弱者等の移動ニーズに応じた交通環境の充実

○区内移動においては、交通弱者にとってバスやタクシーが重要な役割を担っているが、高齢者

の自動車分担率及び自動車トリップ数は大幅に増加しており、交通安全や健康増進、環境負荷

軽減等の観点から、自動車以外の交通手段への誘導が求められる。 

○公共交通に対して高齢者が望むサービスレベルは比較的低いことに加え、地域によってはバス

よりも自転車に対する環境整備が望まれているため、利便性と効率性の両面から、自転車やタ

クシーも含めた持続可能な交通環境の充実が望まれる。 

生活交通に関する課題生活交通に関する状況

４）生活交通に関する市民ニーズ

○公共交通サービスレベルに対する意識をみると、高齢者は他の年代と比べて、それほど多くの運行本数を必要と

しておらず、ニーズに応じた適切なサービスレベルを提供することが必要であるといえる。 

○また、『移動しやすいまちを実感するために必要なこと』として、「自転車」と「バス（生活バス路線）」に着目すると

各区によって傾向に差が見られ、こうしたニーズを踏まえつつ各交通手段の利便性向上を図る必要がある。 

各区における生活交通に関する課題

区 課題 

北区 ■高齢者の自動車分担率が7割以上と特に高い。 

■区バス・住民バス３路線は各 10 便以上の運行本数があるが、区民ニーズは自転

車の方が高いことから、自転車も含めた交通環境の充実が求められる。

東区 ■高齢者の自動者分担率の増加率が１割以上と大きい。 

■区バス２路線は各 10 便以上の本数があるが、区民ニーズは自転車が４割以上と

特に高いことから、自転車も含めた交通環境の充実が求められる。

西区 ■区バス・住民バス４路線が各 10 便以上と一定の本数があるが、区民ニーズは自

転車の方が高いことから、自転車も含めた交通環境の充実が求められる。 

江南区 ■区バス・住民バスを併せて９路線と数多く運行されているが、区民ニーズは自転

車の方が高いことから、自転車も含めた交通環境の充実が求められる。

秋葉区 ■高齢者の自動者分担率の増加率が１割以上と大きい。 

■区バスが１路線 10 便未満であるが、区民ニーズは自転車の方が高いことから、

自転車も含めた交通環境の充実が求められる。

南区 ■高齢者の自動車分担率が7割以上と特に高い。 

■区バス・住民バスを併せて７路線と数多く運行されているが、いずれの路線も５

便未満であり利便性が低い可能性がある。 

西蒲区 ■高齢者の自動車分担率が7割以上と特に高く、増加率も１割以上と大きい。 

■区バスが１路線 10 便以上の本数で運行されているが、ニーズも踏まえながら拡

充することが考えられる。 
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41.5
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図 年齢階層別の希望する公共交通運行間隔 

(左：鉄道、下：バス) 

40％以上
30％以上

市全体 北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

自転車
（道路に自転車が通行する空間が
連続的に整備されている）

33% 32% 40% 38% 30% 30% 15% 32% 28%

バス
（生活バス路線の充実や乗合タク
シーの運行が図られている）

26% 25% 31% 32% 25% 22% 21% 24% 18%

表 移動しやすいまちを実感するために必要なこと（抜粋） 

高齢者は他の年代と比較して、それほど多く

の運行本数を必要としていない。 

出典：新潟市内都市交通特性調査（平成 28年）

出典：第 44回市政世論調査（平成 29年 10月）
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１）都心部での移動の位置づけ 

○新潟駅から古町地区に連なる中心市街地である都心軸と

、万代シティと万代島を結ぶ信濃川沿いの空間である交

流軸を連動させることで、市全体を牽引する活力を創出す

ることと位置づけられている。 

２）都心部での人の動き

①基幹公共交通軸におけるOD 

○H28 と H23 を比較すると、駅北・万代

地区や女池地区を中心とした移動は

増加した一方、古町地区や市役所・

白山駅周辺地区を発着する一部の

移動は減少した。 

②基幹公共交通軸における交通手段分担 

○基幹公共交通軸沿線における交通手段

分担率を全市と比較すると、徒歩・自転

車、バス、タクシーともに高く、自動車以

外の多様な手段が利用されている。 

新潟市の交通に関する状況と課題 【資料編】

都心部での移動に関する状況

③歩行者交通量 

○中心市街地の歩行者通行量の推

移をみると、新潟駅前地区は増加

傾向にあるものの、古町・万代地

区は減少傾向にあり、それぞれピ

ーク時の約６割程度まで減少して

いる。 

３）都心部における交通サービス

○萬代橋ラインの目標達成率は高い。 

図 都心及び都心周辺部が担う機能 

出典：新潟市立地適正化計画（平成 29年 3月）

図 路線バスの定時性率 

出典：新潟交通 HP（平成 29年 9月）

都心部での移動に関する課題

課題：多様な手段で移動しやすい環境構築による回遊性の向上 

○都心部は新潟市の発展を牽引する中心核である一方、一部地域の流動は減少するとともに、歩

行者交通量が最大である古町地区はピーク時の６割程度まで減少している。 

○徒歩・自転車、バス、タクシーといった自動車以外の交通手段分担率が高いため、それらの手

段の利便性をさらに高める必要がある。 

○以上より、広域交通拠点である新潟駅から古町地区を中心に、多様な手段（徒歩・自転車・公

共交通）で移動しやすい環境を構築し、来訪者も含めた回遊性を向上することが求められる。 

都心部での移動に関する課題

図 中心市街地の歩行者通行量の推移 

出典：移動しやすいまちづくり基本計画（平成 27年 4月）

図 地域内外の人の動き（H28） 

出典：新潟市内都市交通特性調査（平成 28年）

○中央区は他の区と比べて、人口に対する移動量

が多く、新潟市の中心的な核としての役割を担っ

ている。

歩行者通行量は年々減少 

都心部における人 動き（左 H28 右 H23）

0.5%

2.7%

6.2%

2.9%

45.0%

71.8%

0.9%

0.5%

0.5%

0.6%

46.1%

20.7%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基幹公共交通

軸沿線

全市

基幹公共交通軸沿線発着トリップの手段別分担率

鉄道 バス 自動車 タクシー 二輪車 徒歩・自転車 その他・不明

3%多 25%多

図 都心部における人の動き（左：H28、右：H23） 

出典：新潟市内都市交通特性調査（平成 28年）

図 基幹公共交通軸沿線発着トリップの手段別分担率 

出典：新潟市内都市交通特性調査（平成 28年）

目標達成率は 

95.9 
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交通に関する課題 

都心アクセスの強化 生活交通の確保維持・強化 都心部での移動円滑化 

全体 

課題①：公共交通の利便性向上及び自動車からの転換促進（主に通勤通学） 
 通勤・通学では、自動車分担率が高い南区や江南区、自動車トリップが大幅に増加してい

る東区などで渋滞が発生し、バスの定時性にも影響を与えていると推察される。 

 終発時刻などバスで通勤・通学をできる地域が限られている。 

 以上より、朝・夕時間帯における公共交通の利便性を向上すると同時に、通勤・通学にお

ける自動車からの転換を促進することが求められる。 

課題②：公共交通の利便性向上・利用促進による都心への来訪増加 

（主に私用目的） 
 都心に向かう公共交通トリップが大幅に減少する中で、日中時間帯における鉄道やバスの

運行本数は朝に比べて大幅に少なく、市民ニーズに合致していないと推察される。 

 よって、日中時間帯において都心に向かう公共交通の利便性を向上すると同時に、公共交

通の利用促進を図ることで都心への来訪者を増加することが求められる。 

課題：交通弱者等の移動ニーズに応じた交通環境の

充実
 区内移動においては、高齢者の自動車分担率及び自動車

トリップ数は大幅に増加しており、交通安全や健康増進、

環境負荷軽減等の観点から、自動車以外の交通手段への

誘導が求められる。 

 公共交通に対して高齢者が望むサービスレベルは比較的

低いことに加え、地域によってはバスよりも自転車に対

する環境整備が望まれているため、利便性と効率性の両

面から、自転車やタクシーも含めた持続可能な交通環境

の充実が望まれる。 

課題：多様な手段で移動しやすい環境構築による

回遊性の向上 
 基幹公共交通軸沿線における一部地域の流動は減少する

とともに、歩行者交通量が最大である古町地区はピーク

時の６割程度まで減少している。 

 徒歩・自転車、バス、タクシーといった自動車以外の交

通手段分担率が高いが、バスの定時性は５割程度である

など、それらの手段が十分利用しやすい環境とは言い難

い。 

 よって、広域交通拠点である新潟駅から古町地区を中心

に、多様な手段（徒歩・自転車・公共交通）で移動しや

すい環境を構築し、来訪者も含めた回遊性を向上するこ

とが求められる。 

北区 

課題②：都心部に向かうバス路線では、日中の運行本数が朝に比べて大幅に少なくなっており、

私用目的における利便性が低い可能性がある。 

 高齢者の自動車分担率が 7割以上と特に高い。 

 区バス・住民バス３路線は各 10 便以上の運行本数がある

が、区民ニーズは自転車の方が高いことから、自転車も

含めた交通環境の充実が求められる。 

（対象外） 

東区 

課題①：通勤通学における自動車トリップが大幅に増加しており、都心へ向かう県道 3号線な

どでは混雑時旅行速度が 20km/時未満となっている。 

 高齢者の自動者分担率の増加率が１割以上と大きい。 

 区バス２路線は各 10便以上の本数があるが、区民ニーズ

は自転車が４割以上と特に高いことから、自転車も含め

た交通環境の充実が求められる。 

（対象外） 

中央区 
（対象外）  公共交通のサービス水準は高いがため、自動車からの転

換促進が可能な地区が多い。 

（対象外） 

江南区 

課題①②：通勤通学、私用目的ともに自動車分担率が非常に高く、道路交通渋滞、バスの定時

性低下を招いていると推察される。 

課題①：都心部や鉄道駅を出発する一部のバスの終発時刻が 19 時台であるなど、公共交通サ

ービスの利便性が低いと推察される。 

 区バス・住民バスを併せて９路線と数多く運行されてい

るが、区民ニーズは自転車の方が高いことから、自転車

も含めた交通環境の充実が求められる。 

（対象外） 

秋葉区 

課題①：都心アクセスにおける主要交通手段は鉄道であると想定されるが、バスサービスは朝

ラッシュ時における定時性が低い、終発時刻が早いなど利便性が低い可能性がある。

 高齢者の自動者分担率の増加率が１割以上と大きい。 

 区バスが１路線 10 便未満であるが、区民ニーズは自転車

の方が高いことから、自転車も含めた交通環境の充実が

求められる。 

（対象外） 

南区 

課題①②：通勤通学、私用目的ともに自動車分担率が非常に高く、道路交通渋滞、バスの定時

性低下を招いていると推察される。 

課題①②：結果として、自動車に対する公共交通の所要時間が鉄道である他区に比べて大幅に

長く、自動車利用が促進されることでさらにバスのサービスが低下する悪循環に陥

っていると推察される。 

 高齢者の自動車分担率が 7割以上と特に高い。 

 区バス・住民バスを併せて７路線と数多く運行されてい

るが、いずれの路線も５便未満であり利便性が低い可能

性がある。 

（対象外） 

西区 
課題②：都心部に向かうバス路線では、日中の運行本数が朝に比べて大幅に少なくなっており、

私用目的の利便性が低い可能性がある。 

 区バス・住民バス４路線が各 10 便以上と一定の本数があ

るが、区民ニーズは自転車の方が高いことから、自転車

も含めた交通環境の充実が求められる。 

（対象外） 

西蒲区 

課題②：私用目的における公共交通の分担率及びトリップ数が大幅に減少しており、越後線の

運行本数が増便社会実験実施後に戻ったことが要因として考えられる。 

 高齢者の自動車分担率が 7割以上と特に高く、増加率も

１割以上と大きい。 

 区バスが１路線 10 便以上の本数で運行されているが、ニ

ーズも踏まえながら拡充することが考えられる。 

（対象外） 

新潟市の交通に関する状況と課題 【課題のまとめ】


